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1970年の夏，私はアメリカのシカゴの近くの， Argonne N ational Labというところにおりまして，
そこでこういう論文を書いています.
この論文の著者のCharlesChiuというのは，中国人で，当時， Cal. Tech.におりまして， Regge 
Trajectoryをやっていた人です.それから WalterWadaというのは，いわゆる日系三世で， 日本
語はほとんど話さない人ですが，当時， Ohio State Universityの教授だ、ったと思います.この3人
で，いろいろと趣味が一致したのは，素粒子で，ある程度はやっていた，ものすごくはやっていた
いうわけではないのですけれども， scale invarianceということがあって，これは何か，素粒子の








そもそもその破れ方に， spontaneous symmetry breakingというのは，非常に面白いというわけ
です.これにはNambu-Goldstonebosonが必要なのです.masslessのscalarなのです.それを当
時から idilatonJという名前がついていました.ただし，これは本当にmasslessかというと，例
えばpionというのも， chiral invarianceのNambu-Goldstone bosonなのですけれども，ある程度
massがありますね.ですからこれも massがあってもいいと思うのですが， しかしそれにしても，
何も候補が見つからないのです.





































































































才子ったらもう， Peikの話が始まっていたのですけれども，しばらく聴いていたら， Non-Newtonian 
gravityの話を始めて，彼がずっと見渡して， iIs Mr.Fuji present? Jと言っているので，はいいま
すよとか言うわけで，いろいろな話を始めたわけです.
それに類する記憶としては，ずいぶん昔のことですけれども， R.Newmanという人は， University 
of CaliforniaのIrvineに，いまでもいますけれども，この人とどこかでちょっと会ったときに，こ




























o th Ftn'ce focusiu宮onWEP 
violatioll due to a vector 
field，開-ex副nilUngEotvos 
exp~.riJn制rt. Inspired by 
Stacey， they invited much 
more people to the search. 
".λplot 









.FJ.Fj~(:hm偲h ~!t 材、 ?R[，r.!I(~6)3; F.Lr'i!;，おb."lt:b&C.Tai:m副砲、 11H'Q~a証明 i.'o.c
ll(m../V~'\昨出掛 F出 I(._V AlP.Spt"iugE!トV~'riu.g (9S). 
A..Frnnldin‘ 1Ð.j~ 酬はnd.ff.Jl of cJU! 1W.!1 [OfM'， A1P(93)， 
So !ar no evid(lIl叫 olllywith I1pl'er bounds， but 18回 f山 d組問ntal
阻 d出町，ralthat it has left an impact， with f，山・therse町 ch田，including 
・rnnl-閉口b'e(brane?)
.1¥，1抑制問nge(differel訪 gr制 itatiollaJlaw in叩 smology?)
• WF.P (Sat担liteT回 tof Equivalolll'"Principle) 
‘"・
1U"‘ 
[Slide 3] [Slide 4] 




































なかには i5thFarceJだと， i oJ じゃなくて iaJなのです.おわかりかどうか， i馬鹿話」という
ぐらいの意味でしょうね. という悪口を言った人もいましたけれども，この人は，やはり，これは
































しく書いた本があって， A.Franklinって，これは 1993年に出ています.WThe rise and fal of the 




いてあるのですけれども，表題は WThesearch for Non-Newtonian gravity~ . WThe search for the 
































2. Scalar-tensor theory (STT) 
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[Slide 5] さっき Non-N ewtonian potentialと言って， dilatonのexchangeするほうは，有限な
force rangeであると言いましたけれども，もし重力であるならば，これは何か，もっと深い理由が


























が，この人がまったく別の理由で， scalar-tensor理論じゃなくて， higher order derivativeの理論
で，やっぱり，さっき僕が言ったようなNon-Newtoniangravityを出しています.この人はしかも，
force rangeがmacroscopicな場合も，何か検討しているのです.だけども，そういう macroscopic

















































く， poorly understoodとし、うようなことがたくさんあるのです.ひとつがし、ま言いました， WEP 















覚えていませんけれども，僕が覚えているのは，彼が壇上に立って最初に発した言葉が， 11' d like to 
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Major consequences of BD model 
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このスカラー場が完全に decoupleして， general relativityのlimitになるのは， ωが無限大になる
ところというふうになっちゃう.なにかそれは， couplingと反対みたいになって，そういう意味で，






























もうちょっと進めますと， weak equivalence principleとし、うのを守って， Brans-Dicke modelが
どういうことになっているかというと，簡単に言いますと， metric theoryになっていると，これ
は普通，言われることです.














これについて，さっきから何度も言っています， weak equivalence principleがなくたって，本
当はいいんだと言いましたが，それについては内山さんに教えていただいた記憶がありますので，
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4. Lambda cosmology 
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[Slide 12] もう，時聞が来ましたけれども， comformal変換というのは何かというのを，ちょっ
と説明します.これはこういう metricを全体としてばんと， local ~こ scale 変換する ， xの関数だ
ということがミソです.あるいは線素というものを，こういうふうに変える.
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あと，これについて，実はいま， accelerating universeと言っています， cosmological constant 
は，小っちゃいけどあると.もう，時間まもなくですね， もうやめますけど.
もっともっとやらなくちゃいけない.これは一番単純な scalar-tensor理論より，少し進まなく
ちゃいけないのです.そうすると， cosmological constant problemにはいろいろと問題があって，
いわゆる coincidenceproblemというものがあるとか何とかかんとか，いっぱいあります.だけど
も，どうも僕が考えるに，この scalar-tensor理論というのは非常にいいのだと思います.世の中
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を見るにも， atomic spectraを見て， red shiftで測る.ということは，時計の基準がatomic
clockで，それは本質的にelectronのmassなのです.αもかかりますけど，大部分はelectron
































藤井:だから例えばね，すみません，ちょっとだけ. [Slide 16]このことは， αが時間 dependent
かどうかというのと関係があるのです.
佐々木:そちらの話ですか?
藤井:だから若い人がやってもいいんだという.
坂東:ああ，そうですか.
藤井 :Stringをやっている方が，このαのtimedependenceにまったく興味を示さないなんて，僕
は理解できないなと思います.そういう発展は，いくらでもあり得るわけです.そういう意
味です.
坂東:今日は，もっと若い人に来てほしかったですね.すみません.
佐々木:未だいろいろと質問もあるとは思うのですが，懇親会やお昼の時間，これからちょっと
コーヒープレークもありますので，その時間にしていただくということで，午前前半のセッ
ションは終わりにします. どうもありがとうございました.
ph06藤井/石原/藤井//大久保/藤井/石原//日置，川村/中西/佐々木
? 。??? 】
